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⑦第１
意
見
の
趣
旨

１
東
京
都
青
少
年
健
全
育
成
条
例

（
以
下
「
本
条
例
」
と
い
う
）
改
正
案
は
、

表
現
の
自
由
を
侵
害
し
、
公
権
力
の
家
庭

教
育
へ
の
介
入
を
招
く
も
の
で
あ
る
の

で
、
反
対
で
あ
る
。

２
東
京
都
は
、
本
条
例
を
廃
止
し

て
、
国
連
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約

（
以
下
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
と
い

う
。
）
に
基
づ
く
「
子
ど
も
の
権
利
条
例

（
仮
称
）
」
を
制
定
し
、
性
的
搾
取
や
有
害

情
報
等
か
ら
子
ど
も
の
権
利
を
守
る
施
策

を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

第
２
意
見
の
理
由

又
は
性
交
類
似
行
為
に
係
る
非
実
在
青
少

年
の
姿
態
を
視
覚
に
よ
り
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
る
方
法
で
み
だ
り
に
性
的
対
象
と

し
て
肯
定
的
に
描
写
す
る
こ
と
に
よ
り
、

青
少
年
の
性
に
関
す
る
健
全
な
判
断
能
力

の
形
成
を
阻
害
し
、
青
少
年
の
健
全
な
成

長
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
」
を

加
え
た
。
改
正
案
７
条
２
項
は
、
一
読
し

た
だ
け
で
は
意
味
内
容
を
理
解
で
き
な
い

難
解
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
改
正
案
が

創
出
し
た
概
念
で
あ
る
「
非
実
在
青
少

年
」
は
、
著
し
く
暖
昧
・
不
明
確
で
あ

り
、
「
…
狙
歳
未
満
と
表
現
さ
れ
て
い
る

と
認
識
さ
れ
る
」
か
否
か
の
判
断
は
、
結

局
は
、
規
制
側
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
条
項
が
窓
意
的
な
運
用

を
招
き
、
濫
用
の
虞
が
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。
基
本
的
人
権
の
中
で
も
特
に
重

要
な
表
現
の
自
由
（
憲
法
迦
条
）
が
、

「
自
主
規
制
」
と
い
う
名
の
も
と
に
、
か

か
る
暖
昧
・
不
明
確
な
定
義
を
根
拠
に
規

制
さ
れ
る
こ
と
は
、
到
底
容
認
で
き
な

い
。
ま
た
、
改
正
案
が
「
み
だ
り
に
性
的
対

象
と
し
て
肯
定
的
に
描
写
す
る
こ
と
」
と

す
る
点
に
つ
い
て
も
、
規
制
が
不
当
に
広

範
囲
に
及
ぶ
虞
が
あ
る
。
星
月
定
的
に
描

写
す
る
こ
と
」
ま
で
含
ま
れ
る
と
す
れ

２
０
１
０
（
平
成
”
）
年
２
月
型
日
、

本
条
例
の
改
正
案
が
都
議
会
に
提
出
さ
れ

◎1と
す
る
又
は
非
実
在
青
少
年
に
よ
る
性
交
ば
、
思
春
期
の
性
や
同
性
愛
を
真
蟄
に
取
示
は
あ
る
も
の
の
、
「
社
会
規
範
に
反
す
は
明
白
で
あ
る
。

’

東
京
都
青
少
年
健
全
育
成
条
例
司
改
正
Ｌ
案
に
つ
い
て
の
意
見

は
じ
め
に

り
上
げ
た
作
品
、
性
教
育
を
目
的
と
す
る

作
品
、
芸
術
的
な
価
値
を
有
す
る
作
品
、

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
や
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

に
準
じ
る
作
品
等
も
規
制
対
象
と
な
る
虞

が
あ
る
。
か
か
る
規
定
が
、
不
当
に
広
範

な
規
制
で
あ
り
、
表
現
の
自
由
を
侵
害
す

る
虞
が
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

（
２
）
不
健
全
図
書
類
等
の
指
定

本
条
例
８
条
１
項
１
号
は
、
販
売
等
が

さ
れ
て
い
る
図
書
類
。
映
画
等
で
「
著
し

く
性
的
感
情
を
刺
激
し
、
残
虐
性
を
助
長

し
、
：
・
青
少
年
の
健
全
な
成
長
を
阻
害
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
」
も
の
を
、
い
わ
ゆ
る

不
健
全
図
書
類
等
と
し
て
指
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
す
る
。
こ
の
条
項
に
も
、
暖

昧
・
不
明
確
で
あ
る
と
の
批
判
が
あ
る

が
、
改
正
案
は
８
条
１
項
２
号
と
し
て

「
そ
の
内
容
が
、
第
７
条
第
２
号
に
該
当

す
る
も
の
の
う
ち
、
強
姦
等
著
し
く
社
会

規
範
に
反
す
る
行
為
を
肯
定
的
に
描
写
し

た
も
の
で
、
．
；
青
少
年
の
健
全
な
成
長
を

阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

も
の
」
を
加
え
、
指
定
の
範
囲
を
拡
大
し

て
い
る
。

し
か
し
、
、
同
条
が
引
用
す
る
改
正
案
７

条
２
号
が
、
表
現
の
自
由
を
侵
害
す
る
虞

が
あ
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、
「
強
姦
等
」
と
い
う
限
定
的
な
例

た
。
改
正
案
は
、
非
実
在
青
少
年
の
性
的

描
写
図
書
及
び
児
童
ポ
ル
ノ
規
制
、
な
ら

び
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
関
す
る

保
護
者
等
へ
の
規
制
を
拡
大
・
強
化
す
る

も
の
で
あ
る
。
改
正
案
に
対
し
て
は
、
事

業
者
及
び
市
民
か
ら
反
対
の
声
が
上
が

り
、
継
続
審
議
と
さ
れ
て
い
た
が
、
都
議

会
の
次
回
会
期
に
お
い
て
審
議
が
再
開
さ

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

折
し
も
、
国
会
で
は
児
童
買
春
・
児
童

ポ
ル
ノ
禁
止
法
の
改
正
法
案
が
審
議
さ
れ

て
い
る
。
日
弁
連
は
、
２
０
１
０
（
平
成

配
）
年
３
月
娼
日
、
改
正
法
案
に
対
し
、

対
象
と
な
る
児
童
ポ
ル
ノ
の
定
義
が
極
め

て
暖
昧
・
不
明
確
か
つ
広
範
囲
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
定
義
を
限
定
か

つ
明
確
化
し
た
う
え
で
、
単
純
所
持
を
禁

止
す
べ
き
で
あ
る
、
た
だ
し
犯
罪
化
に
は

反
対
で
あ
る
と
の
意
見
書
を
公
表
し
た
。
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Ⅱ
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ｂ
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日
仏

る
行
為
を
肯
定
的
に
描
写
し
た
も
の
」
と

（
４
）
児
童
ポ
ル
ノ
に
関
す
る
規
制

の
要
件
は
怒
意
的
に
濫
用
さ
れ
る
虞
を
否
ア
「
児
童
ポ
ル
ノ
」
の
定
義

定
で
き
な
い
。
「
社
会
規
範
」
が
規
制
側
改
正
案
は
、
「
第
３
章
の
３
児
童
ポ

に
よ
っ
て
拡
張
的
に
解
釈
さ
れ
れ
ば
、
不
ル
ノ
の
根
絶
及
び
青
少
年
性
的
視
覚
描
写

当
に
広
範
囲
な
不
健
全
図
書
類
等
の
指
定
物
の
ま
ん
延
防
止
に
向
け
た
気
運
の
醸
成

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
表
現
の
自
由
及
び
環
境
の
整
備
」
を
新
設
す
る
が
、
改

が
侵
害
さ
れ
る
虞
が
あ
る
。
正
案
鵡
条
の
６
の
２
以
下
に
い
う
「
児
童

（
３
）
表
示
図
書
類
の
販
売
等
の
制
ポ
ル
ノ
」
と
は
、
児
童
買
春
・
児
童
ポ
ル

限
ノ
禁
止
法
２
条
３
項
と
同
義
と
さ
れ
て
い

本
条
例
９
条
の
２
は
、
図
書
類
の
販
売
る
（
改
正
案
肥
条
の
６
の
２
，
１
項
）
。

を
業
と
す
る
者
が
、
本
条
例
８
条
１
項
１
前
述
の
と
お
り
、
日
弁
連
は
、
児
童
買

号
に
該
当
す
る
図
書
等
に
、
青
少
年
の
閲
春
・
児
童
ポ
ル
ノ
禁
止
法
の
改
正
法
案
に

覧
・
観
覧
が
適
当
で
な
い
旨
を
表
示
す
る
対
す
る
意
見
書
を
公
表
し
た
が
、
児
童
ポ

努
力
義
務
を
課
し
て
い
る
。
改
正
案
は
、
ル
ノ
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
「
極
め
て
暖

こ
の
表
示
対
象
を
拡
大
す
る
た
め
、
従
前
味
で
不
明
確
か
つ
広
範
囲
に
過
ぎ
る
」
も

の
対
象
を
９
条
の
２
，
１
項
１
号
と
し
、
の
と
し
て
、
明
確
化
と
限
定
を
求
め
て
い

１
項
２
号
に
「
非
実
在
青
少
年
を
相
手
と
る
。
本
条
例
改
正
案
が
児
童
買
春
・
児
童

す
る
又
は
非
実
在
青
少
年
に
よ
る
性
交
又
ポ
ル
ノ
禁
止
法
の
定
義
を
踏
襲
す
る
以

は
性
交
類
似
行
為
に
係
る
非
実
在
青
少
年
上
、
同
様
の
批
判
が
当
て
は
ま
る
の
で
あ

の
姿
態
を
視
覚
に
よ
り
認
識
す
る
こ
と
が
っ
て
、
「
児
童
ポ
ル
ノ
」
の
定
義
が
明
確

で
き
る
方
法
で
み
だ
り
に
性
的
対
象
と
し
化
さ
れ
、
限
定
さ
れ
な
い
以
上
、
改
正
案

て
肯
定
的
に
描
写
す
る
こ
と
に
よ
り
、
狙
条
の
６
の
２
以
下
に
も
反
対
で
あ
る
。

．
：
」
と
改
正
案
７
条
２
号
と
同
様
の
定
義
イ
児
童
ポ
ル
ノ
の
所
持

を
定
め
て
い
る
。
改
正
案
鵡
条
の
６
の
４
は
、
何
人
も
児

し
か
し
、
改
正
案
７
条
２
号
に
表
現
の
童
ポ
ル
ノ
を
み
だ
り
に
所
持
し
な
い
責
務

自
由
を
侵
害
す
る
虞
が
あ
る
以
上
、
同
様
を
有
す
る
と
定
め
る
。
改
正
案
が
、
児
童

な
定
義
を
採
用
す
る
改
正
案
９
条
の
２
、
買
春
・
児
童
ポ
ル
ノ
法
と
同
様
の
立
法
事

１
項
２
号
に
も
同
様
の
問
題
が
あ
る
こ
と
実
・
立
法
目
的
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
前

も
と
よ
り
子
ど
も
の
性
的
搾
取
や
性
的

虐
待
が
起
き
て
い
る
現
状
、
ま
た
、
子
ど

も
が
有
害
情
報
に
晒
さ
れ
て
い
る
現
状
を

放
置
で
き
な
い
と
い
う
認
識
を
否
定
す
る

も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
現
状
を

改
善
す
る
た
め
に
、
公
権
力
に
よ
る
安
易

な
規
制
を
用
い
れ
ば
、
表
現
の
自
由
及
び

家
庭
教
育
の
自
由
の
侵
害
の
重
大
な
危
険

が
生
じ
る
。
子
ど
も
を
権
利
侵
害
か
ら
守

る
た
め
の
施
策
は
、
後
述
す
る
と
お
り
、

子
ど
も
の
権
利
保
障
の
理
念
に
基
づ
く
条

例
を
制
定
し
、
教
育
及
広
報
啓
発
活
動
に

よ
る
べ
き
で
あ
る
。

２
非
実
在
青
少
年
の
性
的
描

写
図
書
及
び
児
童
ポ
ル
ノ
規
制

に
つ
い
て

◎

（
１
）
自
主
規
制
対
象
の
拡
大
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本
条
例
７
条
は
、
「
性
的
感
情
を
刺
激

し
、
残
虐
性
を
助
長
し
、
：
青
少
年
の
健

全
な
成
長
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
」

も
の
に
つ
い
て
、
図
書
類
の
販
売
等
・
興

行
の
自
主
規
制
に
関
す
る
努
力
義
務
を
定

め
る
。
本
条
例
に
つ
い
て
は
、
従
来
か

ら
、
「
性
的
感
情
を
刺
激
し
」
等
の
要
件

が
主
観
的
基
準
で
あ
り
、
暖
昧
・
不
明
確

で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
改
正
案
は
、
基
準
を
明
確

に
す
る
こ
と
な
く
本
条
例
を
そ
の
ま
ま
踏

襲
す
る
の
み
な
ら
ず
、
自
主
規
制
の
対
象

を
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
る
。
改
正
案
７
条

２
号
は
、
「
年
齢
又
は
服
装
、
所
持
品
、

学
年
、
背
景
そ
の
他
人
の
年
齢
を
想
起
さ

せ
る
事
項
の
表
示
又
は
音
声
に
よ
る
描
写

か
ら
蝿
歳
未
満
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る

と
認
識
さ
れ
る
も
の
」
を
「
非
実
在
青
少

年
」
と
し
、
非
実
在
青
少
年
を
「
相
手
方

。
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Ⅲ
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述
し
た
と
お
り
定
義
の
限
定
・
明
確
化
が

な
さ
れ
て
い
れ
ば
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
根
絶

（
改
正
案
鵡
条
の
６
の
２
）
と
単
純
所
持

禁
止
に
も
賛
成
の
余
地
が
あ
る
。
し
か

し
、
後
に
詳
述
す
る
と
お
り
、
本
条
例
及

び
改
正
案
に
は
、
子
ど
も
の
権
利
保
障
と

い
う
視
点
が
欠
け
て
お
り
、
改
正
案
の
全

体
の
趣
旨
は
「
青
少
年
の
健
全
育
成
」
を

目
的
と
し
た
子
ど
も
・
保
護
者
・
事
業
者

に
対
す
る
監
視
・
規
制
の
強
化
を
め
ざ
す

も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
児
童
買

春
・
児
童
ポ
ル
ノ
法
の
改
正
法
案
と
同
列

に
論
じ
得
ず
、
改
正
案
に
お
け
る
児
童
ポ

ル
ノ
単
純
所
持
禁
止
に
つ
い
て
も
、
賛
成

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
５
）
保
護
者
等
の
責
務

改
正
案
娼
条
の
６
の
５
，
１
項
は
、
保

護
者
等
が
、
「
児
童
ポ
ル
ノ
及
び
青
少
年

の
う
ち
廻
歳
未
満
の
者
で
あ
っ
て
衣
服
の

全
部
若
し
く
は
一
部
を
着
け
な
い
状
態
又

は
水
着
若
し
く
は
下
着
の
み
を
着
け
た
状

態
（
こ
れ
ら
と
同
等
と
み
な
さ
れ
る
状
態

を
含
む
。
）
に
あ
る
も
の
の
扇
情
的
な
姿

態
を
視
覚
に
よ
り
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

る
方
法
で
み
だ
り
に
性
的
対
象
と
し
て
描

写
し
た
図
書
類
（
児
童
ポ
ル
ノ
を
除

く
。
）
」
等
に
つ
い
て
、
青
少
年
が
こ
れ
ら

の
対
象
と
な
ら
な
い
よ
う
、
適
切
な
保
護

監
督
・
教
育
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

て
、
本
来
子
ど
も
の
教
育
指
導
に
つ
い
て

第
一
次
的
な
役
割
を
担
う
家
庭
で
の
教
育

に
対
し
、
行
政
の
介
入
、
さ
ら
に
暖
昧
な

定
義
に
基
づ
く
実
質
的
な
規
制
を
行
う
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
同
法
に
反
し
、
許
さ

れ
な
い
。
（
２
）
娼
条
の
７
の
２
に
つ
い
て

同
法
灯
条
１
項
で
は
、
携
帯
電
話
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
役
務
提
供
事
業
者
の
青

少
年
有
害
情
報
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
義
務
を
定
め
、
携
帯
電
話
等
の

端
末
の
使
用
者
が
青
少
年
で
あ
る
場
合
に

は
、
原
則
と
し
て
、
青
少
年
有
害
情
報
フ

ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
条
件

と
す
る
が
、
但
書
に
お
い
て
、
青
少
年
の

保
護
者
が
利
用
し
な
い
旨
を
申
し
出
た
場

合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
と
定
め
て
い

ブ
（
》
◎

子
ど
も
た
ち
が
青
少
年
有
害
情
報
に
さ

ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

導
入
を
促
進
す
る
も
の
の
、
こ
れ
を
利
用

す
る
か
否
か
は
、
利
用
者
、
つ
ま
り
子
ど

も
の
養
育
に
つ
い
て
第
一
義
的
な
責
任
を

負
う
保
護
者
が
子
ど
も
本
人
と
家
庭
内
で

よ
く
話
し
合
っ
て
決
め
る
べ
き
こ
と
で
、

様
々
な
理
由
に
よ
っ
て
利
用
し
な
い
こ
と

し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
今
回
の
条
例
改
正
案
は
、

こ
の
法
の
基
本
的
な
立
場
を
踏
み
越
え

｜

’

と
す
る
。
ま
た
、
同
３
項
は
、
こ
の
よ
う

な
定
義
が
暖
昧
・
不
明
確
で
あ
る
図
書
類

を
「
販
売
し
、
若
し
く
は
頒
布
し
、
又
は

こ
れ
を
閲
覧
若
し
く
は
観
覧
に
供
し
た
と

認
め
る
と
き
」
は
、
知
事
が
保
護
者
又
は

事
業
者
に
対
し
、
必
要
な
指
導
・
助
言
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
更
に
、
同

４
項
は
、
指
導
・
助
言
を
行
う
た
め
必
要

な
と
き
は
、
知
事
は
、
「
説
明
若
し
く
は

資
料
の
提
出
を
求
め
、
又
は
必
要
な
調
査

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
て
い

る
。
し
か
し
、
改
正
案
鵡
条
の
６
の
５
，
１

項
の
定
義
は
極
め
て
暖
昧
・
不
明
確
で
あ

り
、
規
制
側
の
窓
意
的
な
運
用
を
招
く
虞

が
あ
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
が

定
め
る
と
お
り
、
子
ど
も
の
養
育
及
び
発

達
に
第
一
義
的
責
任
を
負
う
の
は
親
（
法

定
保
護
者
）
で
あ
り
、
子
ど
も
の
最
善
の

利
益
が
基
本
的
な
関
心
事
項
と
さ
れ
て
い

る
（
子
ど
も
の
権
利
条
約
超
条
）
。
子
ど

も
が
接
す
る
性
的
表
現
を
ど
こ
ま
で
許
容

す
る
か
と
い
う
判
断
は
、
基
本
的
に
親
に

委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

改
正
案
狙
条
の
６
の
５
，
３
項
及
び
４
項

は
、
前
述
の
よ
う
な
暖
昧
・
不
明
確
な
定

義
に
基
づ
き
、
規
制
側
の
判
断
に
よ
っ
て

家
庭
に
公
権
力
が
介
入
す
る
こ
と
を
認
め

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
家
庭
教
育

イ
ル
タ
リ
ン
グ
が
画
一
的
な
設
定
で
あ
る

た
め
、
有
害
情
報
と
は
無
関
係
な
サ
イ
ト

で
も
受
信
不
可
状
態
が
生
じ
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
し
、
青
少
年
の
年
齢
に
は
大
き

な
幅
が
あ
り
、
個
々
の
家
庭
に
お
い
て
、

利
用
方
法
を
決
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

ヲ
（
》
◎

と
こ
ろ
が
、
条
例
の
改
正
案
に
お
い
て

は
、
利
用
し
な
い
申
し
出
を
し
た
保
護
者

に
つ
い
て
、
事
業
者
が
、
そ
の
正
当
理
由

の
提
出
を
要
求
し
、
記
録
し
て
保
存
す
る

義
務
を
定
め
、
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
に

は
、
知
事
の
勧
告
・
公
表
ま
で
予
定
す
る

な
ど
、
事
実
上
、
保
護
者
が
利
用
し
な
い

こ
と
を
選
択
で
き
な
い
よ
う
な
仕
組
み
と

し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
実
際
上
保
護
者
に
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
を
強
制
す
る
も
の
で
、
家
庭
教
育

に
対
す
る
行
政
の
不
当
介
入
と
し
て
許
さ

れ
な
い
。
（
３
）
鵡
条
の
８
に
つ
い
て

同
法
６
条
で
は
、
保
護
者
の
責
務
と
し

て
、
青
少
年
有
害
情
報
が
多
く
流
通
し
て

い
る
こ
と
を
認
識
し
、
自
ら
の
教
育
方
針

及
び
青
少
年
の
発
達
段
階
に
応
じ
、
そ
の

保
護
す
る
青
少
年
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー

を
選
択
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
公
権
力

に
よ
っ
て
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

実
際
携
帯
電
話
の
場
合
に
は
、
現
行
の
う
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へ
の
公
権
力
の
介
入
は
、
不
当
な
も
の
で

あ
っ
て
、
到
底
容
認
で
き
な
い
。
更
に
、

改
正
案
は
、
調
査
の
方
法
や
対
象
に
も
限

定
を
加
え
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
警
察

が
こ
れ
に
関
与
す
る
虞
も
否
定
で
き
ず
、

ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
侵
害
さ
れ
る

虞
も
想
定
し
得
る
。

３
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

に
関
す
る
保
護
者
等
へ
の
規
制

に
つ
い
て

◎

（
１
）
青
少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
整
備
法
と
条
例
と
の
関
係

「
第
３
章
の
４
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
環
境
の
整
備
」
に
関
す
る
条
例
改
正

は
、
２
０
０
９
（
平
成
虹
）
年
に
成
立
し

た
「
青
少
年
が
安
全
に
安
心
し
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
」
（
以
下
「
青
少
年
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
法
」
と
い
う
。
）

を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

青
少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
法

は
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
青
少

年
有
害
情
報
が
多
く
流
通
し
て
い
る
状
況

に
鑑
み
、
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

適
切
に
活
用
す
る
能
力
の
習
得
に
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
青
少
年
有
害

情
報
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

た
場
合
に
、
青
少
年
の
犯
罪
被
害
等
が
生

じ
る
こ
と
に
特
に
留
意
す
る
こ
と
（
２

項
）
を
定
め
て
い
る
が
、
条
例
改
正
案
は

こ
れ
を
大
き
く
逸
脱
し
、
家
庭
の
教
育
に

対
す
る
行
政
の
不
当
な
介
入
と
し
て
保
護

者
の
教
育
権
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
大
き

い
。
す
な
わ
ち
、
本
条
は
、
行
政
機
関
が
知

事
に
通
報
す
る
こ
と
を
認
め
（
３
項
）
、

知
事
が
、
保
護
者
に
対
し
、
当
該
青
少
年

に
つ
い
て
再
発
防
止
に
必
要
な
措
置
を
と

る
と
と
も
に
、
そ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
に
関
し
適
切
に
監
督
す
る
よ
う
指
導
又

は
助
言
を
す
る
こ
と
で
き
る
（
４
項
）
の

み
な
ら
ず
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
説

明
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
求
め
、
又
は

必
要
な
調
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
５

項
）
と
し
、
保
護
者
の
説
明
義
務
及
び
資

料
提
出
義
務
、
調
査
応
諾
義
務
を
定
め
て

お
り
、
こ
れ
ら
は
、
明
ら
か
に
家
庭
教
育

に
行
政
が
介
入
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
規
制
等
の
対
象
と
さ
れ
る

「
…
違
法
若
し
く
は
有
害
な
行
為
を
し
、

又
は
犯
罪
若
し
く
は
被
害
を
誘
発
し
た
と

認
め
た
と
き
」
と
は
、
あ
ま
り
に
も
暖
昧

か
つ
不
明
確
な
要
件
で
、
判
断
者
の
主
観

ネ
ッ
ト
利
用
状
況
を
適
切
に
把
握
・
管
理

し
、
活
用
す
る
能
力
の
習
得
の
促
進
に
努

め
る
こ
と
（
１
項
）
、
不
適
切
に
使
わ
れ

’
１
１
１

の
性
能
の
向
上
及
び
利
用
の
普
及
そ
の
他

の
青
少
年
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
青
少
年
有
害
情
報
を
閲
覧
す
る
機
会
を

で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
た
め
の
措
置
等

を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
青
少
年
が
安
全

に
安
心
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
、
青
少
年
の
権
利
の
擁

護
に
資
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
（
法
１

条
）
青
少
年
が
安
全
に
安
心
し
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
施
策
は
、
「
青
少
年
自
ら
が
、
主
体

的
に
情
報
通
信
機
器
を
使
い
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
お
い
て
流
通
す
る
情
報
を
適
切

に
取
捨
選
択
し
て
利
用
す
る
と
と
も
に
、

適
切
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
発

信
を
行
う
能
力
を
習
得
す
る
こ
と
」
を
旨

と
し
、
自
由
な
表
現
活
動
の
重
要
性
及
び

多
様
な
主
体
が
世
界
に
向
け
多
様
な
表
現

活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
特
性
に
配
慮
し
、
「
民
間
に
お
け

る
自
主
的
か
つ
主
体
的
な
取
組
が
大
き
な

役
割
を
担
い
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は

こ
れ
を
尊
重
す
る
こ
と
」
を
基
本
理
念
と

し
て
掲
げ
る
も
の
で
（
法
３
条
）
、
行

政
・
関
係
事
業
者
・
保
護
者
の
責
務
を
規

定
し
つ
つ
も
、
行
政
に
よ
る
規
制
よ
り

も
、
関
係
者
の
自
主
的
取
組
及
び
連
携
協

力
を
推
進
し
、
啓
発
・
教
育
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
す
と
い
う
考
え
方
に
立
脚

（
１
）
本
条
例
は
、
「
青
少
年
の
環

境
の
整
備
を
助
長
す
る
と
と
も
に
、
青
少

年
の
福
祉
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行

為
を
防
止
し
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
」
と
す
る
と
定
め
る
の

み
で
、
子
ど
も
の
権
利
保
障
、
子
ど
も
の

最
善
の
利
益
保
障
の
理
念
が
、
全
く
基
盤

と
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
一
部

の
大
人
が
一
面
的
、
一
方
的
に
有
す
る

「
青
少
年
の
福
祉
」
「
青
少
年
の
健
全
育

成
」
と
い
う
暖
昧
な
価
値
に
基
づ
き
、
子

ど
も
を
支
配
、
監
視
、
育
成
の
客
体
と
し

て
、
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
施
策
に
よ
っ
て
は
、
子
ど

も
の
権
利
保
障
が
推
進
さ
れ
な
い
こ
と
は

当
然
で
あ
り
、
現
在
の
東
京
の
学
校
や
家

庭
、
地
域
で
、
い
じ
め
、
不
登
校
、
虐

待
、
非
行
、
性
的
搾
取
な
ど
の
困
難
を
抱

え
て
、
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
の
状
況

を
、
子
ど
も
の
権
利
侵
害
と
し
て
認
識

し
、
権
利
を
救
済
し
、
権
利
保
障
を
実
現

す
る
と
い
う
支
援
の
姿
勢
と
は
な
り
得
な

い
。

1

４
子
ど
も
の
権
利
を
基
盤
と

す
る
条
例
制
定
の
必
要
性

◎
に
よ
り
拡
大
解
釈
さ
れ
、
過
度
の
規
制
と

な
る
お
そ
れ
が
大
き
い
。
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（
２
）
１
９
８
９
（
平
成
元
）
年
に

制
定
さ
れ
、
１
９
９
４
（
平
成
５
）
年
に

国
会
で
批
准
さ
れ
た
、
子
ど
も
の
権
利
条

約
は
、
子
ど
も
は
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て

そ
の
尊
厳
を
保
有
し
、
差
別
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
憲
法
に
も
保
障
さ
れ
る
基
本
的
人

権
、
ま
た
子
ど
も
と
し
て
の
特
別
か
つ
多

様
な
権
利
を
享
有
し
、
行
使
す
る
主
体
で

あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
と
共
に
、
そ
れ
ら

の
権
利
享
有
、
行
使
を
援
助
す
る
責
務

を
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
そ
し
て
子
ど

も
に
関
わ
る
す
べ
て
の
大
人
に
課
し
て
い

る
（
子
ど
も
の
権
利
条
約
４
条
）
。

（
３
）
国
連
子
ど
も
の
権
利
委
員
会

は
、
既
に
２
回
に
わ
た
り
、
日
本
政
府
に

よ
る
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
実
施
状
況
報

告
に
対
し
、
子
ど
も
施
策
全
般
に
つ
い

て
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
基
づ
き
子
ど

も
の
権
利
を
基
盤
と
し
て
見
直
す
よ
う
、

勧
告
し
て
い
る
。
本
年
５
月
に
は
、
日
本

政
府
の
第
３
回
報
告
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に

対
す
る
委
員
会
の
勧
告
が
な
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。
（
４
）
国
は
、
２
０
０
９
（
平
成

皿
）
年
に
、
憲
法
と
子
ど
も
の
権
利
条
約

は
、
漫
画
作
品
を
日
々
創
作
し
、
そ
の
成

果
を
雑
誌
や
単
行
本
の
形
で
読
者
に
提
供

す
る
こ
と
で
日
本
の
漫
画
文
化
を
創
り
続

け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
立
場
か
ら
、
東
京

を
指
導
理
念
と
し
て
、
「
子
ど
も
・
若
者

育
成
支
援
法
」
を
制
定
し
た
。
い
じ
め
、

不
登
校
、
虐
待
、
非
行
、
引
き
こ
も
り
、

ニ
ー
ト
、
性
的
搾
取
な
ど
の
困
難
を
抱
え

て
、
児
童
ポ
ル
ノ
と
し
て
の
規
制
に
反
対

す
る
意
見
が
あ
る
。
逆
に
あ
る
種
の
児
童

ポ
ル
ノ
コ
ミ
ッ
ク
は
、
子
ど
も
の
人
間
と

し
て
の
尊
厳
を
傷
つ
け
、
子
ど
も
を
性
的

な
対
象
と
し
て
利
用
す
る
社
会
の
風
潮
を

醸
成
し
、
子
ど
も
の
権
利
侵
害
を
引
き
起

こ
す
原
因
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
放
置
で

き
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
様
々
な
意

見
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
十

分
に
議
論
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
広
く
社
会

に
問
わ
れ
て
も
い
な
い
。

（
６
）
問
題
は
、
子
ど
も
の
目
か
ら

児
童
ポ
ル
ノ
コ
ミ
ッ
ク
を
隠
す
こ
と
で

は
、
何
ら
解
決
さ
れ
な
い
。
あ
る
種
の
児

童
ポ
ル
ノ
コ
ミ
ッ
ク
が
子
ど
も
の
権
利
侵

害
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
正
面
か

ら
そ
の
議
論
を
提
起
し
、
子
ど
も
の
性
、

子
ど
も
の
権
利
を
守
る
べ
き
大
人
の
責
務

の
あ
る
こ
と
、
子
ど
も
の
性
を
利
用
し
て

私
た
ち
漫
画
作
家
及
び
漫
画
出
版
社
都
議
会
で
継
続
審
議
と
な
っ
て
い
る
「
東
文
化
そ
の
も
の
の
衰
退
を
も
た
ら
す
も
の

1

１
１
１

I
る
子
ど
も
や
若
者
に
つ
い
て
、
子
ど
も
や

若
者
の
権
利
侵
害
が
発
生
し
て
い
る
と
い

う
認
識
を
基
盤
と
し
て
、
権
利
救
済
、
権

利
保
障
の
た
め
に
、
国
が
な
す
べ
き
施
策

を
策
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
子
ど
も
。

若
者
ビ
ジ
ョ
ン
」
作
成
が
進
ん
で
い
る
。

（
５
）
東
京
都
も
当
然
な
が
ら
、
子

ど
も
の
権
利
条
約
に
基
づ
き
、
子
ど
も
の

権
利
保
障
を
実
現
す
べ
き
責
務
を
負
う
も

の
で
あ
る
。
す
べ
て
の
子
ど
も
に
関
す
る

施
策
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
権
利
保
障

を
理
念
と
し
、
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
が

保
障
さ
れ
る
よ
う
に
、
策
定
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
子
ど
も
の
権
利
条
約
３

条
）
。
（
６
）
東
京
都
は
、
本
条
例
の
あ
り

方
を
根
本
的
に
あ
ら
た
め
、
子
ど
も
の
権

利
を
基
盤
と
し
て
、
新
た
な
子
ど
も
権
利

条
例
を
制
定
し
、
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も

の
た
め
の
施
策
を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
根
本
的
な
見
直
し
を
行
わ

ず
に
、
本
案
の
よ
う
な
条
例
「
改
正
」
を

行
っ
て
も
、
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
の
権

利
を
救
済
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
発
達
を
支
援
す
る
こ
と

京
都
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
関
す
る
条

例
」
の
改
定
案
に
強
く
反
対
し
ま
す
。
今

回
の
改
定
案
は
表
現
の
自
由
を
著
し
く
損

ね
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
漫
画

経
済
的
利
益
を
得
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い

人
権
侵
害
で
あ
る
こ
と
を
、
社
会
全
体
に

周
知
徹
底
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
う
ね
り
の
中
で
、
行
政
が
率
先
し

て
議
論
を
起
こ
し
、
子
ど
も
の
権
利
保
障

が
最
優
先
事
項
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
、

広
報
啓
発
、
教
育
活
動
を
奨
励
し
、
こ
れ

が
社
会
全
体
に
周
知
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
出
版
業
界
、
書
店
を
は
じ
め
と
す

る
業
界
が
、
子
ど
も
の
権
利
侵
害
を
引
き

起
こ
す
よ
う
な
商
品
の
製
造
、
販
売
を
中

止
し
、
消
費
者
が
購
入
を
控
え
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
子
ど
も
の
権
利

が
守
ら
れ
る
社
会
と
は
、
か
か
る
社
会
で

あ
り
、
か
か
る
社
会
を
目
指
す
施
策
が
現

在
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

東
京
都
は
、
子
ど
も
の
権
利
保
障
を
理

念
と
す
る
条
例
を
策
定
し
、
そ
の
中
で
、

子
ど
も
の
性
的
搾
取
が
子
ど
も
の
権
利
侵

も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ

１
１
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Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
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伽
棚
淵
剛
侭
旧
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
咽
蝿
伽
Ⅱ
Ⅱ
‐
：
ｌ
‐

け
る
子
ど
も
た
ち
ば
か
り
で
な
く
、
製
造

５
子
ど
も
が
、
性
的
虐
待
、
さ
れ
た
児
童
ポ
ル
ノ
を
利
用
し
た
り
、
閲
丞

性
的
搾
取
か
ら
守
ら
れ
る
権
利
覧
さ
せ
ら
れ
た
り
し
て
、
性
的
虐
待
、
性
ュ

的
搾
取
に
誘
い
込
ま
れ
、
あ
る
い
は
性
的
肺

の
保
障

◎

対
象
と
し
て
、
大
人
の
欲
望
に
曝
さ
れ
る
出

（
１
）
子
ど
も
の
性
は
、
成
長
発
達
子
ど
も
た
ち
も
含
む
。

過
程
に
あ
り
、
傷
つ
き
や
す
い
。
心
身
の
（
４
）
本
条
例
は
、
青
少
年
の
性
に

成
長
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
、
性
の
自
己
関
す
る
「
健
全
な
」
判
断
能
力
、
青
少
年

決
定
が
で
き
る
年
齢
に
達
し
、
不
当
な
侵
の
「
健
全
な
」
成
長
を
阻
害
す
る
お
そ
れ

害
に
対
し
自
ら
防
御
が
で
き
る
よ
う
に
な
が
あ
る
も
の
を
排
除
す
る
こ
と
を
目
的
と

る
ま
で
、
守
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
す
る
と
し
て
い
る
が
、
大
人
に
よ
る
性
的

（
２
）
子
ど
も
の
権
利
条
約
誕
条
搾
取
、
性
的
虐
待
か
ら
子
ど
も
の
権
利
を

は
、
締
約
国
が
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
性
的
守
る
と
い
う
視
点
が
見
え
な
い
。
そ
れ
ど

搾
取
、
性
的
虐
待
か
ら
、
子
ど
も
を
守
る
こ
ろ
か
、
子
ど
も
が
性
犯
罪
者
に
な
る
こ
－

べ
き
た
め
の
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
定
と
を
阻
止
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
子
ど
も
を
皿

め
る
。
そ
の
一
態
様
と
し
て
、
特
に
「
わ
性
犯
罪
者
予
備
軍
と
み
な
す
不
信
の
も
と
一

い
せ
つ
な
演
技
及
び
物
に
お
い
て
、
子
ど
に
、
社
会
を
監
視
す
る
と
い
う
発
想
が
潜

も
を
搾
取
的
に
使
用
す
る
こ
と
」
を
措
置
ん
で
い
る
。
そ
し
て
何
が
「
健
全
」
で
あ

の
対
象
と
し
た
。
児
童
ポ
ル
ノ
規
制
の
必
る
か
と
い
う
価
値
判
断
の
基
準
も
、
全
く

要
性
の
根
拠
は
、
こ
こ
に
あ
る
。
児
童
買
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
ま
ま
、
そ
の
暖
昧

春
・
児
童
ポ
ル
ノ
禁
止
法
は
、
こ
の
理
念
な
価
値
の
も
と
に
、
行
政
機
関
が
、
業
者

に
基
つ
き
制
定
さ
れ
た
。
「
子
ど
も
売
買
、
や
、
子
ど
も
や
保
護
者
の
行
動
を
監
視
し
、

子
ど
も
買
春
及
び
児
童
ポ
ル
ノ
に
関
す
る
規
制
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

児
童
の
権
利
に
関
す
る
選
択
議
定
書
」
も
（
５
）
実
在
し
な
い
子
ど
も
を
対
象

採
択
さ
れ
、
２
０
０
２
年
日
本
政
府
は
署
と
す
る
性
行
為
や
性
的
虐
待
を
描
い
た
漫

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

そ
も
そ
も
、
漫
画
を
描
き
、
そ
れ
を
発

表
す
る
こ
と
は
、
憲
法
第
虹
条
の
表
現
の

自
由
に
よ
り
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
不
可
欠
な
現
代
社

会
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
も
ま
た
、
適
正

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
憲
法
及
び
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
よ

っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
表
現
の
自
由
（
情

報
の
受
発
信
双
方
に
つ
い
て
）
、
意
見
表

明
権
・
成
長
発
達
権
を
行
使
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
。
他
方
で
、
懸
念
さ
れ
て
い

る
青
少
年
有
害
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
・
違

法
有
害
情
報
の
受
発
信
に
よ
る
人
権
侵
害

等
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
決
し
て
放
置
す

名
し
た
。
（
３
）
こ
の
場
合
に
、
守
ら
れ
る
べ

き
子
ど
も
と
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
の
過

程
で
利
用
さ
れ
、
実
際
に
権
利
侵
害
を
受

◎ら卜6 害
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
、
社
会
の
意

識
変
革
を
め
ざ
す
施
策
を
策
定
し
、
実
施

す
べ
き
で
あ
る
。

|’

’
■

保
障
に
よ
り
、
多
様
で
活
発
な
執
筆
活
動

Ｉ
販
売
活
動
が
展
開
で
き
た
結
果
、
日
本

に
お
い
て
漫
画
は
大
き
な
発
展
を
遂
げ
、

い
ま
や
世
界
各
国
で
高
く
評
価
さ
れ
る
に

至
り
ま
し
た
。
こ
の
表
現
の
自
由
は
、
い

う
ま
で
も
な
く
民
主
主
義
の
根
幹
を
支
え

る
権
利
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
「
漠
然
・
不

明
確
な
規
制
」
や
「
過
度
に
広
範
な
規

制
」
は
、
萎
縮
的
効
果
を
も
た
ら
す
も
の

べ
き
こ
と
で
は
な
い
が
、
根
本
的
に
は
利

用
者
各
人
の
表
現
の
自
由
等
の
権
利
に
関

わ
る
も
の
で
あ
り
、
行
政
に
よ
っ
て
家
庭

教
育
に
介
入
し
た
り
、
過
度
の
規
制
を
か

け
る
こ
と
で
解
決
す
べ
き
問
題
で
は
な
い

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
性
質
上
、
実
効

性
の
あ
る
規
制
を
か
け
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
有
害
情
報
か
ら
遮
断
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
は
、
子
ど
も
自
身
が
主
体
的
に
情
報
選

択
を
す
る
能
力
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
む
し
ろ
家
庭
や
学
校
に
お
い

て
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
の
対
処

等
も
含
め
た
実
践
的
な
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ

シ
ー
教
育
を
充
実
さ
せ
、
行
政
が
こ
れ
を

支
援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
権
利
行
使
主

体
と
し
て
の
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ

と
こ
そ
が
、
子
ど
も
の
権
利
保
障
と
い
う

意
味
で
重
要
で
あ
る
。

画
、
い
わ
ゆ
る
児
童
ポ
ル
ノ
コ
ミ
ッ
ク

は
、
実
在
す
る
子
ど
も
が
権
利
侵
害
を
受

け
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
子
ど

も
の
権
利
侵
害
は
発
生
し
て
い
な
い
と
し
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と
し
て
違
憲
無
効
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
今
回
の
改
定
案
は
、
「
非

実
在
青
少
年
」
と
称
し
て
「
年
齢
又
は
服

装
、
所
持
品
、
学
年
、
背
景
そ
の
他
の
人

の
年
齢
を
想
起
さ
せ
る
事
項
の
表
示
又
は

音
声
に
よ
る
描
写
か
ら
十
八
歳
未
満
と
し

て
表
現
さ
れ
て
い
る
と
認
識
さ
れ
る
も

の
」
を
、
図
書
販
売
の
規
制
対
象
と
な
る

表
現
の
基
準
と
し
て
い
ま
す
（
第
７
条
２

号
）
。
漫
画
を
念
頭
に
置
い
た
場
合
、
表

現
方
法
が
多
様
か
つ
柔
軟
で
、
絵
柄
の
個

性
や
作
風
が
文
字
ど
お
り
命
と
言
え
る
表

現
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
登
場
人
物
の
設

定
年
齢
と
見
か
け
と
は
一
致
し
な
い
、
も

し
く
は
年
齢
不
詳
の
場
合
も
多
く
、
こ
の

よ
う
な
基
準
は
そ
の
定
義
が
明
確
で
な

く
、
恋
意
的
な
判
断
を
許
す
余
地
を
多
分

に
残
す
も
の
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
、
萎
縮

的
効
果
を
も
た
ら
す
「
漠
然
・
不
明
確
な
規

制
」
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

こ
の
点
、
都
は
『
東
京
都
青
少
年
の
健

全
な
育
成
に
関
す
る
条
例
改
正
案
質
問

回
答
集
』
に
お
い
て
、
「
非
実
在
青
少
年
」

と
は
、
「
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
年
齢
や

学
年
が
八
絵
や
セ
リ
フ
で
表
さ
れ
て
い
Ｌ

る
場
合
や
、
『
小
学
校
や
中
学
校
の
校
舎

で
授
業
を
受
け
て
い
る
シ
ー
ン
が
あ
る
」

場
合
な
ど
に
限
定
さ
れ
、
「
見
た
目
が
子

■■■■■■■■■■一
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共図書館の発展を／公共図書館基準論／図書館協会のなすべきこと／図書館とは建物では
なく貸出しサービスの全システムをいう／図書館というコトバ／雪の思い出／読書感想文
／教育と文化と図書館／コミュニティ・センター／懸念と期待／管理・総論／これからの
公共図書館の展望／公共図書館一状況を超えるもの／東京都の図書館振興政策その意義
と教訓

人間の図書館第4巻へ
「図書館事業基本法要綱懐）」批判／自治体の首長と図書館／「図書館の自由」とリク
エスト・サービス／読者の拡大・発展と図書館／図書館建築の条件／最後は人／公共図書
館発展の基礎／公共図書館の発展を支える理論とは／公共図書館の方向と方法／図書館の
国際交流／図書館建築の課題・司書の立場から／コンメンタール・図書館法／「公立図書
館の職員」図書館はなぜ無料か／杉捷夫先生の業績／書評・『本をどう選ぶか公立図書
館の蔵書構成』／図書選択論の基礎／地方自治と図書館の働き／司書養成教育と図書館学
／県立図書館序論／図書館理論形成の方法
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供
の
よ
う
に
見
え
る
」
「
声
優
の
声
が
昭

歳
未
満
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
」
だ
け
の
場

合
は
こ
れ
に
該
当
し
な
い
と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
上
記
改
定
案
の
文
言
か
ら

こ
の
よ
う
な
限
定
的
な
解
釈
を
導
き
出
す

こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
て
、
改
定
案

の
文
言
と
都
の
示
し
た
解
釈
が
大
き
く
乖

離
す
る
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
が
、
改
定

案
が
漠
然
不
明
確
で
あ
る
こ
と
を
如
実
に

示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
条
例
の
目
的
は
「
青
少
年
の
環

境
の
整
備
を
助
長
す
る
と
と
も
に
、
青
少

年
の
福
祉
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行

為
を
防
止
し
、
も
っ
て
青
少
年
の
健
全
な

育
成
を
図
る
こ
と
」
（
第
１
条
）
、
つ
ま
り

実
在
の
児
童
の
人
権
の
保
護
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
て
改
定
案
の
よ
う
に
実

在
の
児
童
を
描
く
も
の
で
は
な
い
創
作
物

の
漫
画
に
ま
で
規
制
を
及
ぼ
す
こ
と
は
、

規
制
の
方
法
と
し
て
「
過
度
に
広
範
」
で

も
あ
り
、
本
来
の
目
的
を
逸
脱
す
る
も
の

で
す
。
さ
ら
に
、
東
京
都
の
条
例
の
場
合
、
都

内
に
出
版
社
等
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
仮
に
改
定
案
が
成
立
し
て
し
ま
え

ば
、
ひ
と
り
東
京
都
の
み
な
ら
ず
、
全
国

的
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
、
こ
の
点
か
ら
も
、
よ
り
慎
重
な
議
論

が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
は
、
児
童
や
子
ど

も
の
人
権
保
護
に
は
全
面
的
に
賛
成
し
ま

す
。
た
だ
、
現
行
の
条
例
に
お
い
て
も
、

「
全
裸
若
し
く
は
半
裸
又
は
こ
れ
ら
に
近

い
状
態
の
姿
態
を
描
写
す
る
こ
と
に
よ

り
、
卑
わ
い
な
感
じ
を
与
え
、
又
は
人
格

を
否
定
す
る
性
的
行
為
を
容
易
に
連
想
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
」
等
の
表
現
が
不
健
全

図
書
の
指
定
対
象
と
さ
れ
る
な
ど
（
条
例

施
行
規
則
第
妬
条
）
、
す
で
に
十
分
な
措
置

が
施
さ
れ
、
一
定
の
秩
序
と
成
果
が
得
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
定
案
は
、
過
度
の

規
制
と
い
う
屋
上
屋
を
重
ね
る
う
え
に
、

憲
法
で
保
障
さ
れ
た
表
現
の
自
由
を
著
し

く
脅
か
す
も
の
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

多
様
で
多
彩
な
表
現
方
法
と
テ
ー
マ
を

持
つ
漫
画
が
、
「
漠
然
・
不
明
確
」
か
つ

「
過
度
に
広
範
」
な
こ
の
改
定
案
の
規
制

に
さ
ら
さ
れ
た
場
合
、
漫
画
作
家
の
創
作

活
動
を
萎
縮
さ
せ
、
漫
画
文
化
の
衰
退
を

招
く
こ
と
は
必
至
で
す
。
私
た
ち
は
、
実

作
者
、
出
版
社
の
立
場
か
ら
、
本
改
定
案

に
反
対
し
、
慎
重
な
議
論
が
な
さ
れ
る
こ

と
を
強
く
求
め
る
も
の
で
す
。

平
成
魂
年
５
月
妬
日

漫
画
作
家
有
志
及
び
コ
ミ
ッ
ク
加
社

会
構
成
出
版
社
一
同

（
作
家
名
１
４
２
１
名
・
出
版
社
名
、
社

は
別
紙
記
載
Ⅱ
略
）
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この著作祭が出るころ、日本の公共図書館は大きな壁に直面し、その方向を曲げら
れることになるであろう。それは、図書館法の中の館長の資格要件輔助金を得ると
きだけの）の削除と、無料の原則の後退である。これは図書館サービスの後退をもた
らすのみならず、図書館の基本理念をもゆるがすものとなろう。
こういう時に、私の書いたもの、話したことが、砦い人たちの励ましになり、かた
い信念を堅持し、新しい遷鈴をつくるための刺激になれば、これに過ぎる喜びはない。

「はじめに」より

最
近
の
記
事
か
ら

入
ソ
ウ
ル
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
報
告
〉
出
版
の

可
能
性
と
多
様
性
を
求
め
て
舘
野
哲

（
６
／
上
）

・
日
本
の
出
版
統
計
編
集
部
／
雑
誌
の
輝
き

を
取
り
戻
す
た
め
に
（
２
）
大
久
保
徹
也

（
５
／
中
下
）

・
世
界
の
出
版
統
計
／
国
民
読
書
年
に
学
校

図
書
館
は
何
を
す
べ
き
か
笠
原
良
郎

（
５
／
上
）

．
消
え
ゆ
く
小
さ
な
地
方
出
版
社
閉
鎖
を
前

に
思
わ
ぬ
注
文
の
嵐
高
橋
将
人
／
障
害

者
・
高
齢
者
の
た
め
の
「
読
書
バ
リ
ァ
フ
リ

ー
」
を
目
指
し
て
宇
野
和
博
（
４
／
下
）

・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
本
屋
の
歩
き
方
凸
版
印
刷

「
本
屋
の
歩
き
方
」
運
営
事
務
局
／
日
本
と

韓
国
、
「
文
学
書
」
の
翻
訳
刊
行
状
況
を
比

較
す
る
舘
野
哲
（
４
／
中
）

・
相
年
を
迎
え
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
／
「
東
京
都
青
少
年
の
健

全
な
育
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案
」
へ
の
意
見
日
本
書
籍
出
版
協

会
、
日
本
雑
誌
協
会
／
青
少
年
条
例
の
改

定
・
強
化
に
反
対
し
て
く
だ
さ
い
日
本
出

版
労
働
組
合
連
合
会
（
４
／
上
）

。
「
国
民
読
書
年
」
に
お
け
る
「
政
官
民
」
の

現
状
片
山
善
博
／
出
版
の
危
機
と
再
販
制

の
空
洞
化
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
高
須
次

郎
（
３
／
下
）

・
国
民
読
書
年
へ
の
期
待
福
富
洋
一
郎
／
国

民
読
書
年
に
何
を
す
る
の
か
木
下
通
子

（
３
／
中
）

・
横
浜
事
件
Ⅱ
刑
事
補
償
請
求
決
定
ま
で
木

村
ま
き
（
３
／
上
）

I

’

著者略歴1930年生まれ。日野市立図書館長、日野市助役、
滋賀県立図書館長などを歴任。元甲南大学教授。

出版ニュース社
http://vvww.snews･net/

〒101-0051東京都千代田区神田神保町2－40－7
電話03-3262-2076振替00150-8-66956

Ｉ
’

出版ニュース－16－
2010.6／中 ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｌ

■


